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ン選択的に進行し、対応する Z 体のβ -亜鉛化アクリル酸を与えた。さらに生成したアル
ケニル亜鉛部位はヨウ素化やセレノ化、根岸カップリングによるアリール化やベンジル
化、そして銅触媒を用いたアリル化などの多彩な分子変換に供することが可能であり、
生成物として様々な 4 置換アクリル酸を得ることに成功した。  
第 5 章では、第 4 章において見出した、コバルト触媒を用いた炭素–炭素不飽和結合
に対するカルボキシ亜鉛化反応を更に多成分系へと進展させることを目指し、アルキ













































年 2 月 22 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行い、申請者が博士後期
課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
 
